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１．はじめに 

 大阪府に位置する安威川ダムは，洪水調整，河川の

正常な機能の維持，下流河川の環境改善を目的とし

た淀川水系安威川に建設するロックフィルダムであ

る．このうち，洪水吐は左岸側に位置するが（図-1），

基礎掘削時に法面変状が生じ，法面切り直し，法面補

強工が必要となったため，これらの追加工事を終え

た後に治水機能を早期に発現させるべく，洪水吐き

工を急速施工する必要が生じた． 

 そこで，洪水吐の側壁部分をプレキャスト化し，工

程短縮を図ることとなった．本稿では，洪水吐側壁プ

レキャスト化の計画および設計に関して報告する． 

２．プレキャスト形状の検討 

 プレキャスト化を検討する範囲は、洪水吐のうち，

図-2 に示す法面対策工により着工開始時期が遅れた

水路水平部分の左右上部側壁とした．側壁下部は掘

削部分も躯体の一部として構築する計画となってお

り，マス部材となるためプレキャスト化は行わず，場

所打ちにて構築することとした． 

工程短縮効果を上げるためには，プレキャストブ

ロックを大型化し，ブロック数を減らすことが必要

であるため，表-1 に示すようなプレキャスト検討条

件により，側壁の薄型化を図った． 

コンクリート設計基準強度はプレキャスト製作サ

イクルも勘案して 40N/mm2とし，かぶりは擁壁工指針

1)の工場製作の場合に従って 25.6mm とした．ただし，

主鉄筋芯かぶりは原設計同様の 100mm とし，プレキ

ャスト化に伴う機械式継手スリーブなどのかぶりは

25.6mm まで許容することとした．引張主鉄筋は太径

（D35）を使用して本数を減らし，場所打ち部差筋に

機械式継手が嵌合しないリスクを低減した．なお、せ

ん断については，原設計と同様にせん断補強筋負担

分を考慮せず，コンクリート負担分のみで照査を満

足する壁厚とした． 

プレキャストブロック1基あたりの重量と寸法は，

製作，運搬，及び現場施工時クレーン能力を勘案し，

最大 25t，水路方向の長さは 2.0m とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 安威川ダム全体計画平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 洪水吐プレキャスト化検討範囲 

 

表－1 プレキャスト検討条件 

項目 原設計 プレキャスト 

コンクリート強度 σck=24N/mm2 σck=40N/mm2 

鉄筋種別 SD345 SD345 

かぶり 40mm 25.6mm 

基部引張主鉄筋 D25@125mm D35@150mm 

常⽤洪⽔吐き⼯ 
仮排⽔呑⼝ 
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水路方向のブロック分割に関しては，原設計のブ

ロック長が 12m のため 6 分割とし，高さ方向は側壁

高さ 12.5m を 3 分割した（図-3）．最終的に採用した

プレキャストブロックの形状寸法を図-4 に示す． 

側壁各高さでの断面計算により必要部材厚を求め，

ブロック形状を決定しているが，場所打ち部との側

壁天端水平変位差を 5mm 程度に抑えるため，断面計

算結果から100mm程度余裕を持たせた部材厚とした． 

また，埋戻し仕上り面の上に露出する側壁天端部

については，景観を考慮して原設計と同形状とした． 

３．プレキャスト連結構造の検討 

上下のプレキャストブロックは，側壁の鉛直方向

鉄筋を機械式継手により接合し，水平目地はグラウ

ト充填することにより一体化，水密性を確保する構

造とした． 

側壁の壁厚変化のため，地山側は壁面を傾斜させ

るが，地山側が傾斜，水路側が鉛直の場合，両側の差

筋を機械式継手に嵌合することができない．そのた

め，各ブロック下端 600mm の範囲の壁面形状は鉛直

とし，差筋と機械式継手は鉛直配置とした． 

鉛直目地のうち，原設計と同じ 12m ごとのブロッ

ク間の目地では，原設計同様に止水板を設置するこ

ととした．プレキャストブロックを用いて止水板を

設置するために，ブロックに切り欠きを設け，側壁の

下部場所打ち部から立ち上がる止水板をこの中に保

持して目地に無収縮モルタルを充填することでブロ

ック目地の止水性を確保することとした（図-5）． 

鉛直目地のうち，止水板のないブロック同士の目

地（リング間目地）では，目地に無収縮モルタルを充

填することで止水性を確保することとした． 

また，上記いずれの水平目地，鉛直目地にも，背面

地山側にアスファルトシート防水を施工し，目地部

を 2 重の止水構造として，止水性を担保した． 

４．まとめ 

大型構造物であるダム洪水吐き工の工程短縮を図

るため，構造性能を確保した上で，止水性および耐久

性に配慮したプレキャスト化の計画・設計を行った． 

本稿執筆時点で，大きな問題なく洪水吐側壁のプ

レキャストブロック設置を完了することができた． 
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図－3 ブロック分割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 プレキャストブロックの形状寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－5 目地構造詳細図 

1
25
0
0

上段ブロック

中段ブロック

下段ブロック

800

1140
計算上の必要部材厚

1：
0.
20

プレキャスト形状

原設計形状

2600

500

3000

23
0
0

43
5
0

5
8
50

1300

900

6
0
0

6
0
0

2
0
00

３分割（高さ方向） 
（2.3+4.35+5.85 

=12.5m） 

６分割（水路方向） 
（6@2.0m=12.0m） 

内側

外側

250
300

外側

防水保護材

厚み10mm 幅300mm

アスファルト防水材

厚み3.2mm 幅250mm

アスファルトプライマー29

340

5
070

止水板（CF-300×7）

無収縮モルタル充填

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
表

面
部

目
荒

し
処

理

10 パッキン材

EPDM系(20×20）

パッキン材

EPDM系(20×20）
弾性シーリング

面取り9Ｃ部

9

28

鉛直ブロック目地

パッキン材

EPDM系(20×20）

無収縮モルタル充填

弾性シーリング

面取り9Ｃ部

10

28

パッキン材

EPDM系(20×20）

9

鉛直目地（止水板なし）

内側

250

300
外防水

（鉛直ブロック目地と同様）

V-304 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - V-304 -


